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工学部化学応用工学科 森賀俊広



「材料物性」概要

• 工学部化学応用工学科３年生（選択科目）

• 後期水曜日５・６校時

• 目標： 無機材料が示す様々な性質についてその基本を講義し，
新素材設計のための基礎を修得させる．

• 1. 半導体・金属などの電気伝導機構の違いについて理解する．

• 2. 強誘電性・強磁性の発現機構について理解する．

• 3. 材料の不定比性が物性に及ぼす影響について理解する．

• 講義スタイル：教科書＋板書，pptスライドは使用しない

講義内容はビデオに録画、moodleにて提供

• 受講者数 履修登録者数80名



「材料物性」平成２７年度講義実施内容
回 曜日 事前学習・ビデオコンテンツ内容 講義内容

１ １０／７ 固体の電気的性質

２ １０／１４ 棒状半導体の電気伝導度と移動度・キャリア密度（演習） 固体の電子構造・真性半導体

３ １０／２１ 価電子帯・伝導帯とフェルミ準位の位置（演習） 不純物半導体

４ １０／２８ 不定比化合物と固溶体

５ １１／４ 固溶体の表し方（演習） 原子価制御

６ １１／１１ 酸化ニッケルの原子価制御と電子伝導（演習） 固体中の欠損とイオンの拡散

７ １１／２５ 結晶場理論とd電子配置

８ １２／２ 強・弱配位子場での遷移金属イオンの電子配置（演習） 様々な磁性と温度依存性

９ １２／９ 磁化率の温度依存性からの電子配置決定（演習） スピネル化合物の磁性

１０ １２／１６ 中間試験

１１ １／１３ 協同現象としての磁性

１２ １／２０ 強磁性体の磁化曲線と『永久磁石・釘』 固体の誘電的性質

１３ １／２７ チタン酸バリウム内の原子変位と誘電率（演習） 固体の光学的性質

１４ ２／３ 蛍光体



事前学習・ビデオコンテンツ内容

• 前回の講義内容の理解を促し、
次回の講義内容の理解を支援
する。（復習型）

• 10/14日分、11/11日分、12/9日
分

• 前回の講義内容を更に進めて、
新しい内容を講義する。（事前
学習型）

• 10/21日分、11/4日分、12/2日
分、1/20日分、1/27日分

• ビデオコンテンツは昨年度の講義内容を録画したものを使用。
• 20分ないし25分のビデオを視聴したあと、用意した小テストを解く。
• 更に、講義時に10分ないし15分で同内容の問題を再度解答し（紙

ベース）、提出する。



反転講義ビデオ例

板書の順序も追うことがで
きるPower Point使用の

講義ではわからない図の
書き方等も理解できる。

Power Point使用の

講義と同様のスラ
イドも手に入れるこ

とができる。



演習問題例
化学系学生は計算が苦手
講義で得た知識を実線

で活かせるように演習を行
う

2年生で習ったKröger-Vink
欠陥表示法講義で再度

時間を割かなくてもビデオ
で確認

言葉で回答させる
問題表現力を養
う



現時点でのアンケート結果（12/16実施，回
答数74）

0

5

10

15

20

25

30

35

40

ビデオ内容理解しやすい ビデオ予習復習で利用した ビデオ内容・小テスト工夫

非常にそう思う そう思う 普通 あまり思わない 全く思わない



現時点でのアンケート結果（12/16実施，回
答数74）
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ビデオ学習時間確保しやすい ビデオ内容興味深い コンテンツ提供総合的に良い

非常にそう思う そう思う 普通 あまり思わない 全く思わない

「ビデオ学習時間を確
保しやすい」：肯定的な
意見は74名中67名

(91%)で設問中最も高い



現時点での意見・感想など
• アンケート結果からわかるように、学生には理解を得ているようだ。
特に、内容を1つのトピックスに絞り、学生が時間的に耐えられる20
分程度の内容にしたこと、および学生のペースに合わせて（時間配
分、繰り返し）ビデオが視聴できるため、試験前に利用できることが
好評だった。大学院試験勉強にも利用されている。

• 20分程度なら事前学習（反転講義）も大丈夫。予習をしたという満足
感が得られる。

• 毎回の授業の冒頭で課題演習を行うため、授業に参加するという気
持ちの切り替えができる。

• 昨年度録画したビデオコンテンツの一部を使用しているので、あまり
苦労はない。講義で説明していた内容をビデオコンテンツに回せる
ので、重要な点はゆっくり、かつ丁寧に講義することができる。

• 如何に学生の興味を途切れさせることなくビデオ視聴を確実に続け
させることができるかが今後の課題である。

学
生
か
ら
の
意
見


	「材料物性」講義における反転授業実践紹介
	「材料物性」概要
	「材料物性」平成２７年度講義実施内容
	事前学習・ビデオコンテンツ内容
	反転講義ビデオ例
	演習問題例
	現時点でのアンケート結果（12/16実施，回答数74）
	現時点でのアンケート結果（12/16実施，回答数74）
	現時点での意見・感想など

